
表 1

DRUGCOND. NODRUG DRUG

(5)一般興暫レベルの操作 メタ ンフェク ミyl%溶液を

穴験開始30分前に投与｡投与丑は投与前と心拍率に一定

の変化がみられる塵とする｡従って個体によって量は相

通する｡

結 果

(1ト 般興否Vベルの振作①1.5m/kgでSH3を除くす

べての個体で心拍数が増加｡(参TK55を除くすべてのサ

ルで投与条件での反応数は減少し,無反応がふえる｡(2)

学習規堺までに要した試行数と弗物との関係 (表2)

表2 3匹の平均拭行数と ( )内は範囲を示す

(3)殻化テストの結果を課題別に絶対的般化勾配によって

示す (図1)｡股化テストでの反応はすぐ消去され反応数

は少ない｡弗物の有無による-壬てした相連はみられなか

った｡N-T課題では,快きわ次元での勾配は,弗物の

有無条件にかかわらず,明瞭であった｡傾き次元は,明

るさ,娘の数,形などの次元に比して,選択的に反応さ

れているといえる.反応潜時の逆数を指標とした場合の

般化でも,憤き次元には,正刺激を頂点とする勾配があ

った｡
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･図1 絶対的般化勾配
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手掛り習1.F7F時の一般興否水準によって,刺激の選択範

囲が変動するか否かについて本実験のみで結論すること

はできない｡

"arousallevel"と課題遂行及び記憶保

持の関係に関する研究-ニホンザルの遅

延マッチング,及び条件性継時弁別訓練

過程について一

金 光 義 弘 (京大 ･教焚･心理)

日 的

有機体 (たとえはサル)によって受容された刺激情報

が,効果系に働くまでの過程は,おおよそ3つの時期に

区分することができる｡すなわち,(1)刺激情報の受容 (

registration)(2)隅預保持 (rctcntlon),そして(3)情報

抽出 (retrieval)である｡

本研究の主目標は(2)の 〝retentlonphase",すなわ

ち,入力刺激惜印が記伯形成過程を経る時期に,一般性

興懲レベル ("arousallevel")が如何なる役割を果す

のかを明らかにすることである｡

Hebbの "reverberattngneuralcircuits(r.n.

C.)"説に よれは, arousalが記t故国172(memory

consolidation)に及ほす効果として.2位方言のものが

考えられるo第1は, arousalが neuralrever-

berationを促進し,memoryconsolldationを増大

させることに役立つ｡つまり,記tB痕跡を強化し,記憶
保持時間を長くする効果であるO妨2は,arousalによ

って ncuralrcverberatlon が進行している時期に

紘,記憶の抽出を困難にする効果である｡換言すれば,

記憶を抽出する時期が memoryconsolidationの前

後によって,arousalの効果が相異するということであ

る｡すなわち,記憶の抽出時期が consolidation完成

以前の極めて短期 (sl10rt-term memory)であれは,

arousallevelの市群は低群より記憶再生量において劣

り,逆に,consol王dation完成以後の長期の場合(long-

term memory)には苗arousal群が低 arousal群

よりも記憶再生丑において優ることが期待される｡これ

を図式化すると図1のようになる｡
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図1 記憶 抽 出時 相 と 図2 記憶抽出時期別 の
arousallevelとの関係 arousallevelと記憶再生
図式 畳との関係図式
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また,2つの arousal群の曲線が交叉する辺の時期

を仮りにintermediate-term (中間期)と名づけて,

3つの記憶抽出時期別に arollSallevelと記憶再生量

との関係を見るとき,一般に arousallevelと遂行又

は学習との間に成立するといわれる逆U字塾関数関係を

通用すると,図2のように図式化される｡

この実験では Hebbの仮設にもとづく図1,および

図2の仮説的図式を,arousallevelと記憶抽出時期と

を実験変数として検証しようとするものである｡

以上の実験目標に対して,次のような実験が計画され

た ｡

1.課題 i一遅延マッチング (delayedmatching)

先行標準刺激図形と後続比較反応図形とを一定の時間間

隔をおいて呈示する条件で,図形の再認を課す｡ii一条

伴性継時弁別 (conditionalsuccessivediscrimina-

tion) 1粥行に1回の オペラント反応しか出来ない弁

別学習印態で,刺激 (色彩光)呈示と反応Vパ-呈示と

の時間間隔を操作する｡i･iiともに,一定の学習基準

に適した後,刺激と反応との時間間隔を操作し,先行刺

激情報の保持丑を反応の遂行成硯で測定しようとするも

のである｡

2.arousallevelの操作 高,中,そして低の3水

準は薬品 (メタyフェクミン等)の投与渡度によって操

作する｡

3.記憶抽出時期,先行刺激情報 (discriminanda)

と反応振作するもの (manipulanda)との呈示時間間

隔を, (i)short･term 2秒, (ロ)intermediate-term

16秒,nlong･term 32秒とする｡

4.被政体ニホンザル (adults)12頭をグレコラテン

計画に従って配分する｡ (但し,arousallevelは苗と

低,記憶抽出時期は長期と短期とし,2×2の計画で実

験を開始する｡)

手 枕 と 括 果

1. 遅延マッチング訓練過程

先行標準刺激の記憶痕跡を,後続比較刺激とのマッチ

ング反応(再認)でみようとする｡ (i)装置 被政体の

サルはモンキーチェアに固定され,手のみ自由である｡

サルの顔面から約25cm離れた位置に,discriminanda

と manipulandaの両機能を備えた′くネルがある｡す

なわも, 3つの乳白色アクリル板でおおわれた窓があ

り,それぞれにプロジェクタ-より投写された図形が写

る｡上の忍に模準刺激,下の左右の憩に比較刺激が投写

され,比較刺激の該当するパネルを押せば,マイクロス

イッチの作動により報酬 (大豆)が与えられる｡

(ii)訓練手続 (図3,4参照)｡

STAGE 1 2 3 4 5 6

標準榔紋 口 口. 画 @] 回

蛋き普≡三秦i 丑豊富cqtbN. ■ Ⅰ 一■ ｣■-Illー I { 十 ■ }

STAGE3 以降は性別 ')に右側が止谷の瑚分を茄している｡

JI印はb]&亡kl0utを､□ 印はwhiteJightの投写を/1;している｡

図3 遅延マッチング訓練スケS,'ユ-〟 (標準刺激が○

図形の場合)

L.一一一一30----⊥5｣l-yi-i
増埠刺激

比較刺激
man)pulanda

糾刷

図4 適延マッチング時間条件 (単位 秒)

(iii)結果及び問題点

6頭のサルで実験に入ったが,病気のものと,無反応

のものがそれぞれ 1頭いたために結局4頭が訓練され

た｡刺激間隔32秒では,stagelでも,刺激間 (7●ヮ ッ

クアウり で待ち切れなくなってパネルを押す傾向 (拭

早反応)著しく,この条件は除かれた｡2秒と4秒条件

を各々18試行,計36試行を 1sessionとし,session

当り正答60%の学習基準に適したのは stage4 までは

200試行以内であった｡ ところが,stage5では1.000

試行を越えても,学習基準に達するものはなく,いわゆ

る肖早反応傾向が増大し,実験は中止せざるをえなかっ

た.これは stage4までは光りが投射されたmanipu-

1amdaのパネルを押せば正答であったのが,stages

では manipulandaの弁別が要請され,殊題の困紐皮

が急増したためと思われる｡たとえmanipulamdaの図

形が認知された としても,discriminanda図形の認

知,および比較図形との連合は一層の困難度が予想され

る.また拭早反応については,1試行,1反応の状況を

物理的に強制する必要があると思われる｡

2. 条件性継時弁別訓練過程

サルをモンキーチェアから,もっと自由で長期間の実

験が可能なスキナーボ ックスの中で,容易な弁別学習を

習得させること,レバーの出し入れを操作して1試行,

1反応を強制させることが目的であった｡学習完成後に
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弁別刺激と,反応レパ-とを縦時的に星示し,その時間

間隔を操作することによって,弁別刺激的報の保持の相

反を測定した｡

(i)張択および訓練手続

スキナ～ボックスの正面中央の乳白色アク1)ル′<ネル

に,プロジェクターの白色光を投射すると同時に反応t/

バーを押し上げて星読する｡1)サルは白色光投与に応じ

て反応レバーを引くことによって,報酬 (大豆)が与え

られることを学習する｡

1本の反応レバーによるオペヲント条件づけが完成し

た後,弁別刺激として "蘇"と"蘇"のフィル ター通過

光,manipulandaとして左右の位置に同時に2本のレ

バーを押し上げて呈示する｡サルは,たとえは "赤"な

ら右レバー, "緑"なら左レバーをそれぞれ引くと正答

で,報酬が与えられることを学習する｡その時間的条件

は図5の過りである｡

弁別刺激

discriminanda

反応レバー

manl'pulanda

反応(11'レ′(-)

反応(なレ/(-)

細岡

図5 条件性継時弁別時間条件 (蝉位 秒)

(H)結果及び間鼠点

被験体5頭 (6頭のうち1頭は病気のため隔離)すべ

てに著しい左右偏好反応が生起して,学習基準に迅する

ものがなかった.2) この原因として次の2点が考えられ

た｡a)弁別刺激の分化ができないこと,b)反応 (左

右)の分化ができないこと,である｡これらの弁別学習

過程の分析のために次のような2種類の突放が平行して

なされた｡

①刺激分化条件の実験

弁別刺激は前に用いられた ものと同じ "蘇"および

"緑"の光刺激で,反応には2本のレバーのうち左右い

ずれか1本 (たとえは右)を用いる｡それを,たとえは

"赤"のときのみ引けは正答として報酬が与えられ,

"級"のときは無反応が正答となるolブロック40試行

を皿じて,2色の光刺激がヲyダムに星示される｡

結果は表1に示す通り,被験体3頭ともに平均380訳

行を皿じて正答率はチャyスレベルであり.しかも正答

とadt答の大半が go 反応 (Vパーを引く反応)で占め

られていた,これはサルの注意が1粥行毎に出入するV

衣1 刺激分化･̂'t'.･作･のSL.%n.

(平均380粥行における反応こ%)

＼ Ss＼反応 ､＼ T- 97 T- 7 OH

正 答 51.9 51.3 47.9

(go反応) (49.4) (32.2) (45.2)

パー (manipu]anda)にガ壬申し,色光刺激 (discri-

minanda)との連合が四枚であったためであろう｡

(参反応分化条件の突放

弁別刺激は前突験と同様で,反応レバーは左右2本同

時に星示される｡ただし,刺激は "蘇"或は "緑''がブ

ロック (40試行,20試行,lo訳符)にまとめられ,交互

に塁示される｡突放宇絡 ま敦2に示すとおりである｡

したがって,刺激がブロック毎に交替するにつれて反

応も左右の交替が求められる.ブロック内の試行数の幅

を狭めることによって,交替反応が促進され,左右の分

化が進む｡しかもその左右の分化は刺激との連合におい

て進むことから,徐々に粂fl-･性継時弁別へと移行して行
くことが期待される｡

この反応分化灸件は 日間 (40試行, 1交替)で始ま

り,日内10試行,4交替を学習基準としたが,被験体の

発病 (T55)や隔離 (T64)等のた桝 こ,最後まで突放

を遂行することができなかった｡T64は12日日に日内20

試行2交替の学習基準に迅していた｡

この宍験でも,モニターテレビで純然する限り,dis-

crim王nanda への注意は少なく.manipulamdaへの

興味が著しいことから,刺激の弁別に伴う反応交替が生

起しているのか,すなわち,刺激と反応との連合が形成

江l) この実験港辰について.改野幹夫 心理学評論 1970.13.229

-242.

2) 被験体T55は右レ′(-のみに反応 し,go.no-go反応学習をし

た｡
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されているのかは大いに疑問である｡

考窮:以上を要約すると,2超の実験課題において,

いずれも discriminandaと manipulandaとの連合

が囚班であり,学習完成基準に達しなかった.遅延マッ

チングでは,鵜早反応が,条件性継時弁別では manipu-

1andaへの異常な注意の集中が特異な傾向としてみら

れ,これらが学習完成を困難にしたと思われる｡いずれ

の穴験にもdiscriminandaへの注意を一層換起させる

突放泣hEと手続が必要であるOさらに,学習が困難な事

態になると,位置偏好反応傾向や無反応傾向が顕著に示

され,長期間持続される傾向がある.その他,長期にわ

たるサルの佃腐管理が重要である｡

一般興替レベルと刺激情報量の有効性 (1)

井 探 信 男 (東萄大･教･心理)

従来の多くの研究は,自発的活動とある特定な刺激に

対する較近調査活動ともいうべき探累行動を,概念的に

ち,災験的にも,明確に分離して来なかったOしかしな

がら,日光的活動と生体の覚醒レベルの関係を考えた

時,光AJJt,ベルは,脳波,心持,呼吸といったような生

FJ!的活動だけでなく,自発的活動にもよく反映される｡

この光nldLiベルと自発的活動性の関係は逆U字関数とし;

て炎わされるだろう.それゆえ,外刺激の碍入∴中枢興

暫剤の投与といったような覚醒レベルを上げる̀ような操

作は,ある抱囲内で,自発的活動性を高めることが期待 ;
i

される｡印<̂7,今までの研究結果はこの仮説を支持する !
ものが多い｡一方,探累行動は,Berlyne の主張に従

えは,外刺故をとり入れることによって,ある最適な党

幽レベルを維持する過程と考えられている｡それゆえ,

中枢神経興暫剤により一過的に覚醒レベルを上昇された

ような動物は,そうでない動物とくらべた時,外刺激へ

の抜近淡累行動は減ることが期待される.この仮説を支

持する突放も数多く報告されている｡このように自発的

活動と挟苅行動を生体の覚醒レベルという点から考えた

時,両者の行動メカニズムが異なることが示唆される.

それゆえ,自発的活動性と探累行動を区別する必要があ

る.以上のような立場から,生体の覚醒t/ベルがアカゲ

ザルの自発的活動と視覚的探索行動に及ぼす効果をみ

た｡その時,覚醒レベルを上げる操作としてメタンフェ

タミンが用いられた.以下に実験の要約を示す｡

メタンフェタミン(2mg/kg,i.m.)のアカゲザル(10

頭)の自発的活動性に及ぼす効果が,照明の明と晴雨条

件下で,活動性測定ケ-ジで調べられた;メタyフェク

ミンと明条件は,.=こではアカゲザル0.一般興暫レベル

を上げる操作として考えられた｡その結果,アカゲザル

の自発的活動は,覚醒レベルが最も高いと仮定されるメ

タyフェクミン+明条件下で最大,覚醒t,ベルが最も低

いと仮定される7)ンゲル液+曙条件下で最低,メタンフ

ェタミン+暗条件,1)ンゲル耽+明条件での活動性は中

位におちた｡この実験では,一応自発的活動性は一般興

暫レベ/レをよく反映していたといえる｡

10頭のアカゲザルが点滅光 (4%)と連続光を刺激と

して視覚的探累行動のテスT･を受けた.各刺激に対する

接近行動の回数と時間が視覚的探累行動の測度とされ

た｡同時に同じ装置内での自発的活動性がフォトビーム

を切る回数で記録された.その結果,点波光は連続光と

くらべて,刺激としての誘因価が商いということは証明

されなかった｡自発的活動と視覚的探究行動の相関には

有意な差はみられなかった.両行動のメカニズムが異な

ることが示唆された｡

この研究は下記の論文にまとめられた｡

1)Theinfluenceofday･nightcyclesandthe

additiveeffectsofmetllamphetamineand

illuminationonthespohtaneousactivityin

rhesusmonkeys(MacacaTnulaLla).PriTnaLes,

11,101-111(1970)

2)Therelationsllipbetweenvisualexploraト

orybehaviorandspontaneousactivityim

rhesus monkeys (Macacamulalta).Prim･

aLes,ll,2011-214.(1970)

昭和45年度共同利用研究

暑熱寒冷環境におけるサルの生理的反応丁

中山昭雄1 ･堀 哲郎1･永坂鉄夫2

萱倉尋実3･只木英子4･平井百樹5

(1名大 ･医･生理,2名大 ･環境医研,3遊民

研, 4金城大 ･家政 ･体育, 5東大 ･理 ･入朝)

+サルの温,熱性代謝性反応の放崩記録法 第16回中部生理学談訪会(1970)

屠蘇等冷環境における=ホンザ/I,の生理的反応 弟15直171)マーチス研兜

負 (1971)

日本ザルの旨顛寒冷環境における生理的反応 弟48匡相木生埋学会大負

(1971)

ニホンザルは医学領域のみならず,心理学社会学の分

野においても実験動物としてよく用いられるが,生理学

的な研究は乏しく,特に温熱性･代謝性反応に関しては

ほとんど知られていないO霊長類は一般には熱帯性起瀬

と思われているが,サルが多量の発汗をするとか,バン

ティングを行うという報告はない.一方ニホンザルは地

球上でもっとも北限に住む種として知られている｡そこ

でこのサルの温熱生理学的な特徴を明らかにし,他の熱

帯産のサルと比較すれば,気候馴化の過程に何らかの手
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